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１ 副知事の選任について

副知事（定数２）のうち，１名が空席となっているので，地方自治法（昭

和２２年法律第６７号）第１６２条の規定に基づき，議会の同意を得て，

次の者を選任しようとするものである。

宇 野 善 昌

昭和３９年７月２１日生

現住所 千葉県八千代市

学 歴 平成 元年 ３月 一橋大学社会学部卒業

職 歴 平成 元年 ４月 建設省採用

平成１６年 ９月 国土交通省大臣官房人事課専門官兼国土交

通副大臣秘書官事務取扱

平成１７年 ９月 国土交通省都市・地域整備局都市計画課都

市計画企画調整官

平成１９年 ７月 国土交通省都市・地域整備局総務課企画官

平成２０年 ７月 山梨県甲府市副市長

平成２４年 ７月 内閣官房内閣参事官（内閣官房副長官補付）

兼内閣官房地域活性化統合事務局参事官

平成２５年 ６月 内閣府地域活性化推進室参事官

平成２７年 ７月 国土交通省都市局都市計画課長

【選任理由】

候補者は，国土交通省，内閣官房等の政府機関や地方公共団体の職員と

して広く勤務し，行政全般に関する豊富な実務経験及び優れた識見を有し

ており，副知事として，これまでの経歴を生かした活躍が期待できる。

よって，副知事として適任であり，選任しようとするものである。
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２ 人事委員会委員の選任について

人事委員会委員（定数３）のうち，加藤多彦氏が平成３０年７月１５日

付をもって任期満了となるので，地方公務員法（昭和２５年法律第２６１

号）第９条の２第２項の規定に基づき，議会の同意を得て，次の者を選任

しようとするものである。

加 藤 多 彦

昭和２６年２月２６日生

現住所 茨城県水戸市

学 歴 昭和４８年 ３月 慶應義塾大学経済学部卒業

職 歴 昭和４８年 ４月 株式会社常陽銀行入行

平成 ５年１２月 明利酒類株式会社代表取締役社長

平成 ６年 ５月 日本蒸留酒酒造組合理事

平成 ９年 ５月 茨城県酒造組合常任理事

平成１５年 ５月 社団法人水戸観光協会理事

平成１７年 ５月 社団法人水戸観光協会副会長

平成２２年１１月 水戸商工会議所常議員

平成２６年 ７月 茨城県人事委員会委員（１期）

平成２７年 ６月 一般社団法人水戸観光コンベンション協会会長

平成２８年 ５月 一般社団法人茨城県観光物産協会副会長

【選任理由】

人事委員会は，地方公務員法第７条に基づき，人事行政に関する事項に
ついての調査，人事行政の運営についての勧告等に関する事務を担当する
機関として設置されるもので，３人の委員をもって組織される。
候補者は，企業を経営するとともに，水戸観光コンベンション協会会長

等を務めるなど，優れた識見と幅広い視野を有している。
また，現在，１期目であり，適切に職務を果たしており，引き続き，こ

れまでの経歴を生かした役割が期待できる。
以上のことから，人事委員会委員として適任であり，選任しようとする

ものである。
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３ 監査委員の選任について

監査委員（知識経験を有する者の定数２）のうち，岡野栄治氏が平成３０

年６月３０日付をもって退職するので，地方自治法（昭和２２年法律第６７

号）第１９６条第１項の規定に基づき，議会の同意を得て，次の者を選任

しようとするものである。

深 谷 一 広

昭和３１年７月２日生

現住所 茨城県ひたちなか市

学 歴 昭和５５年 ３月 茨城大学人文学部卒業

職 歴 昭和５６年 ４月 県西地方総合事務所

平成２０年 ４月 保健福祉部医療対策課副参事

平成２１年 ４月 政策監

平成２２年 ４月 秘書課長

平成２５年 ４月 議会事務局次長

平成２７年 ４月 議会事務局長

平成２９年 ３月 茨城県退職

平成２９年 ４月 日本赤十字社茨城県支部事務局長

【選任理由】

監査委員は，地方自治法第１９５条に基づき，県の財務に関する事務の

執行及び経営に係る事業の管理を監査するために設置されるもので，県議

会議員から２人，知識経験を有する者から２人が選任される。

候補者は，昭和５６年の茨城県入庁以来，秘書課長や議会事務局長など

を歴任し，県政全般について，優れた識見と幅広い視野を有している。

以上のことから，監査委員として適任であり，選任しようとするもので

ある。
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